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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 
キーワード：健康と食生活、栄養学、エネルギー代謝、基礎代謝、身体活動レベル、成長期 
 
１．研究計画の概要 

小・中・高校生の基礎代謝量および身体活

動レベル（ＰＡＬ）を正確に測定し、この年

齢階級の推定必要エネルギー（ Estimated 
Energy requirement : EER ）算出のための

日本人のデータを得ることを目的として、平

成 18 年度には中学生 60 名、19 年度には小

学生 60 名、20 年度には高校生 60 名を対象

とした測定実験を行う。また、三次元加速度

計による日常生活の身体活動状態の把握、食

事摂取状況の調査もあわせて実施し、小・

中・高校生の生活スタイルの現状とエネルギ

ー消費・摂取との関わりについて明らかにす

る。 
 

２．研究の進捗状況 
 平成 18 年度には、まずフード法による基
礎代謝測定実験の精度について、呼吸器モデル

を作成して実験を行い、被検者への負担が少
なく、精度よく測定を行える条件等の検討を
行った。 

その後、中学生 80 名を対象として、基礎
代謝量測定、二重標識水（DLW）法によるエ
ネルギー消費量測定実験を実施し、三次元加
速度計による日常生活の身体活動状態の把
握および食事摂取状況の調査もあわせて行
った。 

平成 19 年度には小学生 75 名、20 年度に
は高校生 72 名を対象として、上記と同様の
実験を行った。 
 各年度に採取した尿サンプルの DLW 分析
は共同研究者（独立行政法人国立健康・栄養
研究所）が分担し、これまでに平成 18 年度

に実施したサンプルの分析が完了、平成 21
年度も継続して分析を行う予定である。 
研究成果の公表については、(1)フード法の

測定精度に関する研究成果を学会にて発表後、論

文を作成して学会誌に投稿中である。(2)三次元加
速度計による日常生活の身体活動状態把握
（エネルギー消費量推定）および小・中・高
校生の食生活の現状に関する研究成果を国
内外の学会にて発表し、論文を作成して順次
投稿しているところであり、既に一報が掲載
となっている。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 
 小・中・高校生を被検者とした基礎代謝等
の測定実験は当初の計画より多数の協力を
得ることができ、三次元加速度計による身体
活動状態の把握、食事摂取状況の調査等も予
定どおりにほぼ終了している。 
尿サンプルの DLW 分析に時間がかかって

いるため、基礎代謝量および身体活動レベル
（ＰＡＬ）に関する研究成果の発表が遅れて
いるが、21 年度には学会発表、論文作成に取
りかかることができると考えている。 

これまでの研究成果については、(1)フード法の

測定精度について、(2)三次元加速度計による日
常生活のエネルギー消費量推定について、(3)
小・中・高校生の食事摂取状況調査の結果に
ついて、国内外の学会にて発表し、学会誌へ
の投稿論文を作成・投稿しており、一部は既
に掲載されている。 
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４．今後の研究の推進方策 
 平成 21 年度には、尿サンプルの DLW 分
析を完了させ、基礎代謝量および身体活動レ
ベル（ＰＡＬ）に関する研究成果をまとめて
学会発表、学会誌への投稿論文を作成する。 
 また、三次元加速度計による日常生活の身
体活動状態、食事摂取状況調査等を取りまと
め、小・中・高校生の生活スタイルの現状と
エネルギー消費・摂取との関わりについて解
析する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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